『なまえつけてよ』②　　　（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　）
	５・４
	３
	１
	場面

	なまえつけてよ
らんぼうなぐらいに元気のいい字で書かれた馬の折り紙をもらった。
ありがとう。春花は心の中でつぶやいた。
→
	時間がいつもよりゆっくり流れていく
だまったまま、さくからつき出た子馬の鼻にさわってみた。
→

	歩きなれた通学路だけど、知らない道を歩いているような気がしてくる。
「あたし、子馬の名前を考えてって、たのまれちゃった。」
→
「なによその態度。」
→
	春花の会話や行動気持ちの変化

	春花にそっとわたし、急いで行ってしまった。
折り紙でおった馬に「なまえつけてよ」と書いてわたした。
→
	「名前なんてつけるんだ。」
→
こまったような顔をして、春花の方をじっと見ていた。
→

	すぐに目をそらした
「もう行こう」
→
	勇太の会話や行動気持ちの変化



めあて　





振り返り　今日の授業で学んだことや友達の意見を聞いて思ったことを中心に書こう








